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ふ る や よ し ひ ろ

地域

古屋氏がご活躍されている山梨県峡東地域は甲府盆地の東部に位置し、甲州市、山梨市、笛吹
市の３市を包括し、全県面積の約１６．９％を占めています。周囲を２，０００m級の奥秩父山系や大
菩薩嶺に囲まれ、気温の日較差、年較差の大きい内陸的気候です。気温の低い割には積雪が少な
いのが特徴です。峡東地域の森林面積は、県有林２６，７００ha、民有林２４，１４８ha、都有林５，６
０８ha、国有林２０９ha、合計５６，６６５haで、森林率は約７５％です。森林面積の約半分は人工林で、
カラマツ、ヒノキ、スギが主体となっています。

経緯

平成 ８年６月～平成２２年５月 山梨県県有林造林推進協議会 役員（理事１２年、監事２年）

平成１１年６月～平成２２年５月 峡東地区県有林造林推進協議会 副会長

平成２０年６月～平成２７年５月 林業・木材製造業労働災害防止協会山梨県支部山梨分会長

平成２３年６月～平成２７年５月 林業・木材製造業労働災害防止協会山梨県支部長

功績内容

古屋氏は峡東地域一帯の県有林を主な舞台として、昭和３５年から現在までの５５年間にわたり、
森林整備に従事されてきました。その間、卓越した技術と情熱、研究心を持って自ら先頭に立ち、こ
れまでに６２０ ha 、その内、水源涵養保安林内では４７０ haの優良造林地を造成しています。

さらに、林業公社造林事業、保安林整備事業の推進にも携わり、水資源のかん養と国土保全、森
林資源の造成に貢献してきました。

また、労働災害の発生頻度が極めて高い林業界にあって、豊富な知識と経験をもとに、安全作業
の普及・指導に率先して取組み、平成２０年６月からは林業・木材製造業労働災害防止協会山梨県
支部の山梨分会長に加え、平成２３年６月からは県支部長も務めており、林業労働環境の改善の
面でも大いに尽力されています。

甲州市塩山上萩原の県有林造林地 甲州市塩山上萩原のカラマツ人工林

林業災害防止研修会にて安全指導 林災防山梨県支部長あいさつ


